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ノレとして実用化するには，高い画像生成の処理能力がシステムに要求されているため， LINKS -1 S 
のサブシステムである PIX-n において，画像生成を並列処理により実現している。 PIX-nにおい
て，非同期制御万式 1MS (Intercomputer Memory Swapping) を用い，マルチコンピュータの使用
効率を上げ，拡張性保守性の優れたコンピュータグラフィックス用システムを実現している口 IMS の
実験により，星状接続構造において，画像生成の処理時間とデータ転送時間により定まる接続台数の臨
界値以内であれば，台数分だけの高い並列処理度が約束されることを示しているo また，システムを階
層的な木構造にすることによってさらに多数のコンヒ。ュータを高い並列処理度で稼動させる乙とができ
ることも示している。乙れらの結果は，画像生成用並列処理システムの設計を行う上で不可欠であり，
実用上重要な意義がある口
以上のように，本論文は，コンピュータグラフィックスにおける画像生成手法およびシステム構成法
に関する基礎的また実際的問題についてかなりの研究成果をあげており，電子工学ならびに情報工学に
寄与するところが大である。よって博士論文として価値あるものと認める。
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